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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　現実空間中に配されている複数の指標のそれぞれについて、当該指標の位置を示す配置
情報と、当該配置情報の再校正が必要であるか否かを示す信頼度と、を保持する保持手段
と、
　前記現実空間を撮像する撮像装置から撮像画像を取得する取得手段と、
　前記撮像画像から指標の画像座標を検出する検出手段と、
　前記検出手段が検出した指標の画像座標と、当該指標について前記保持手段が保持して
いる配置情報と、を用いて前記撮像装置の位置及び姿勢を算出する算出手段と、
　配置情報の再校正が必要であることを示す信頼度を有する無信頼指標の配置情報を再校
正する再校正手段と、
　前記無信頼指標について前記保持手段が保持している配置情報を、前記無信頼指標につ
いて前記再校正手段が再校正した配置情報に更新すると共に、前記無信頼指標について前
記保持手段が保持している信頼度を、再校正の必要はないことを示す信頼度に更新する更
新手段と
　を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記算出手段は、前記検出手段が検出した指標の画像座標のうち再校正の必要はないこ
とを示す信頼度を有する信頼指標の画像座標と、当該信頼指標について前記保持手段が保
持している配置情報と、を用いて、前記撮像装置の位置及び姿勢を算出することを特徴と
する請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　更に、
　前記算出手段による算出処理の過程で、当該算出処理で用いた指標についての信頼度を
求める手段を備えることを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　現実空間中に配されている複数の指標のそれぞれについて、当該指標の位置を示す配置
情報と、当該配置情報の再校正が必要であるか否かを示す信頼度と、を保持する保持手段



(2) JP 2008-275340 A5 2010.6.3

と、
　前記現実空間を撮像する撮像装置から撮像画像を取得する取得手段と、
　前記撮像画像から指標の画像座標を検出する検出手段と、
　前記検出手段が検出した指標の画像座標と、当該指標について前記保持手段が保持して
いる配置情報と、を用いて前記撮像装置の位置及び姿勢を算出する算出手段と、
　配置情報の再校正が必要であることを示す信頼度を有する無信頼指標について、再校正
が必要であることを示す情報を報知する報知手段と
　を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項５】
　前記報知手段は、前記撮像画像上における前記無信頼指標の画像座標近傍の位置に、前
記無信頼指標の識別情報、配置情報の再校正が必要である旨を示すメッセージ、前記無信
頼指標を強調する為のマーカ、の少なくとも何れかを表示することを特徴とする請求項４
に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　少なくとも前記無信頼指標について前記保持手段が保持している配置情報を前記撮像画
像上に投影した画像座標を求める手段と、
　前記投影した画像座標に、前記無信頼指標について再校正が必要であることを示す前記
情報を表示することを特徴とする請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記無信頼指標について再校正が必要であることを示す前記情報は、前記無信頼指標に
対する信頼度に応じて異なることを特徴とする請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　更に、
　前記報知手段によって報知された指標のうち、配置情報の再校正を行う無信頼指標を選
択する手段と、
　前記選択が成された無信頼指標について前記保持手段が保持している配置情報を再校正
する手段と
　を備えることを特徴とする請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　現実空間中に配されている複数の指標のそれぞれについて、当該指標の位置を示す配置
情報と、当該配置情報の再校正が必要であるか否かを示す信頼度と、を保持する保持手段
と、
　前記現実空間を撮像する撮像装置から撮像画像を取得する取得手段と、
　前記撮像画像から指標の画像座標を検出する検出手段と、
　前記検出手段が検出した指標の画像座標のうち、再校正の必要はないことを示す信頼度
を有する指標の画像座標と、当該指標について前記保持手段が保持する配置情報と、を用
いて前記撮像装置の位置及び姿勢を算出する算出手段と
　を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項１０】
　現実空間中に配されている複数の指標のそれぞれについて、当該指標の位置を示す配置
情報と、当該配置情報の再校正が必要であるか否かを示す信頼度と、を保持する保持手段
を有する情報処理装置が行う情報処理方法であって、
　前記情報処理装置の取得手段が、前記現実空間を撮像する撮像装置から撮像画像を取得
する取得工程と、
　前記情報処理装置の検出手段が、前記撮像画像から指標の画像座標を検出する検出工程
と、
　前記情報処理装置の算出手段が、前記検出工程で検出した指標の画像座標と、当該指標
について前記保持手段が保持している配置情報と、を用いて前記撮像装置の位置及び姿勢
を算出する算出工程と、
　前記情報処理装置の再校正手段が、配置情報の再校正が必要であることを示す信頼度を
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有する無信頼指標の配置情報を再校正する再校正工程と、
　前記情報処理装置の更新手段が、前記無信頼指標について前記保持手段が保持している
配置情報を、前記無信頼指標について前記再校正工程で再校正した配置情報に更新すると
共に、前記無信頼指標について前記保持手段が保持している信頼度を、再校正の必要はな
いことを示す信頼度に更新する更新工程と
　を備えることを特徴とする情報処理方法。
【請求項１１】
　現実空間中に配されている複数の指標のそれぞれについて、当該指標の位置を示す配置
情報と、当該配置情報の再校正が必要であるか否かを示す信頼度と、を保持する保持手段
を有する情報処理装置が行う情報処理方法であって、
　前記情報処理装置の取得手段が、前記現実空間を撮像する撮像装置から撮像画像を取得
する取得工程と、
　前記情報処理装置の検出手段が、前記撮像画像から指標の画像座標を検出する検出工程
と、
　前記情報処理装置の算出手段が、前記検出工程で検出した指標の画像座標と、当該指標
について前記保持手段が保持している配置情報と、を用いて前記撮像装置の位置及び姿勢
を算出する算出工程と、
　前記情報処理装置の報知手段が、配置情報の再校正が必要であることを示す信頼度を有
する無信頼指標についての情報を報知する報知工程と
　を備えることを特徴とする情報処理方法。
【請求項１２】
　現実空間中に配されている複数の指標のそれぞれについて、当該指標の位置を示す配置
情報と、当該配置情報の再校正が必要であるか否かを示す信頼度と、を保持する保持手段
を有する情報処理装置が行う情報処理方法であって、
　前記情報処理装置の取得手段が、前記現実空間を撮像する撮像装置から撮像画像を取得
する取得工程と、
　前記情報処理装置の検出手段が、前記撮像画像から指標の画像座標を検出する検出工程
と、
　前記情報処理装置の算出手段が、前記検出工程で検出した指標の画像座標のうち、再校
正の必要はないことを示す信頼度を有する指標の画像座標と、当該指標について前記保持
手段が保持する配置情報と、を用いて前記撮像装置の位置及び姿勢を算出する算出工程と
　を備えることを特徴とする情報処理方法。
【請求項１３】
　コンピュータに請求項１０乃至１２の何れか１項に記載の情報処理方法の各工程を実行
させるためのコンピュータプログラム。
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